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７
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
「
飛

鳥
Ⅲ
」
就
航
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
横

浜
市
の
新
保
康
裕
港
湾
局
長
が
祝

辞
を
述
べ
て
「
飛
鳥
Ⅲ
」
の
小
久

江
尚
船
長
と
記
念
楯
の
贈
呈
を
交

わ
し
、
小
久
江
尚
船
長
と
中
野
孝

昭
機
関
長
、
中
村
研一郎
ホ
テ
ル
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
横
浜
市
消
防
隊
か

ら
花
束
が
贈
ら
れ
た
。

小
久
江
尚
船
長
は
「
飛
鳥
Ⅲ
」
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７
月
11
日
の
午
前
、
横
浜
港
大

さ
ん
橋
国
際
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
に

「
飛
鳥
Ⅱ
」
と
「
飛
鳥
Ⅲ
」
が
並
ん

で
着
桟
し
た
こ
の
日
、
大
勢
の
人

々
が
「
飛
鳥
Ⅱ
」
の
入
港
を
歓
迎

す
る
た
め
に
集
ま
っ
た
。「
飛
鳥
Ⅱ
」

の
着
桟
が
終
了
す
る
と
、
横
浜
市

に
よ
る
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
が
始
ま

の
乗
組
員
を
代
表
し
「
就
航
の
日

を
迎
え
る
に
あ
た
り
万
感
の
思
い

と
、
日
本
の
ク
ル
ー
ズ
業
界
の
リ

ー
デ
ィ
ン
グ
シ
ッ
プ
と
し
て
大
勢

の
人
に
愛
さ
れ
る
船
に
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
セ
レ
モ
ニ
ー
終

了
後
、
関
係
者
や
お
祝
い
に
駆
け

付
け
た
人
が
見
守
る
中
「
飛
鳥
Ⅲ
」

は
17
時
に
北
海
道
（
函
館
港
と
小

樽
港
）
に
向
け
出
港
し
た
。

り
、「
飛
鳥
Ⅱ
」
と
「
飛
鳥
Ⅲ
」
が

横
浜
港
大
さ
ん
橋
に
並
ん
だ
。

「
飛
鳥
Ⅱ
」
が
神
戸
へ
向
け
て
出

港
し
た
後
の
横
浜
港
大
さ
ん
橋
で

は
「
飛
鳥
Ⅲ
」
の
命
名
式
と
安
航

を
祈
念
し
船
体
に
シ
ャ
ン
パ
ン
を

打
ち
付
け
る
シ
ャ
ン
パ
ン
ス
プ
ラ

ッ
シ
ュ
が
行
わ
れ
、
横
浜
港
は
賑

わ
い
を
見
せ
た
。

７
月
20
日
、
郵
船
ク
ル
ー
ズ
株
式
会
社
の
新
造
客
船
「
飛
鳥
Ⅲ
」
が
、
見
送
る
人
の
祝
福
を
受
け
な
が
ら
就
航
し
た
。
テ
ス
ト

航
海
を
終
え
た
「
飛
鳥
Ⅲ
」
は
、
母
港
・
横
浜
港
の
大
さ
ん
橋
国
際
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
着
桟
し
、
郵
船
ク
ル
ー
ズ
株
式
会
社
と

横
浜
市
港
湾
局
の
共
催
で
就
航
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
た
。
セ
レ
モ
ニ
ー
前
の
７
月
11
日
に
は
「
飛
鳥
Ⅱ
」
が
１
０
３
日
間
に
及

ぶ
最
後
の
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
を
終
え
、
横
浜
港
に
帰
港
し
た
た
め
「
飛
鳥
Ⅱ
」
と
「
飛
鳥
Ⅲ
」
の
２
隻
が
、
横
浜
港
大
さ
ん
橋

国
際
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
並
ん
で
着
桟
す
る
珍
し
い
景
色
も
見
ら
れ
た
。

郵船クルーズ株式会社郵船クルーズ株式会社郵船クルーズ株式会社

令
和
７
年
９
月
25
日

全
日
本
海
員
組
合

組
合
長

松
浦
満
晴

組
合
員
各
位

第
86
回

定
期
全
国
大
会
日
程
お
よ
び
主
要
議
題
の
告
示

▼
場
　
　
所

海
員
福
祉
研
修
会
館

４
階
白
鳳

（
ホ
テ
ル
マ
リ
ナ
ー
ズ
コ
ー
ト
東
京
）

東
京
都
中
央
区
晴
海
４
の
７
の
28

日
時
お
よ
び
議
事

⍤
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11
月
12
日（
水
）
午
前
９
時
30
分
開
会

○
議
長
・
副
議
長
選
出

○
執
行
部
員
登
録
者
全
国
委
員
の
部
属
指
定

○
第
80
年
度
活
動
報
告

○
第
80
年
度
会
計
報
告

○
地
区
提
出
議
案
の
扱
い
に
つ
い
て

○
第
81
年
度
活
動
方
針
案
「
当
面
の
課
題
」
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11
月
13
日（
木
）
午
前
９
時
再
開

▽
各
分
科
会
議

①
外
航
分
科
会
議
（
２
階
中
ホ
ー
ル
）

②
水
産
分
科
会
議
（
２
階
大
ホ
ー
ル
（
Ｂ
）
）

③
国
内
分
科
会
議
（
１
階
県
民
ホ
ー
ル
）

○
各
分
科
会
議
報
告

○
第
81
年
度
総
予
算
お
よ
び
設
備
計
画
案

○
執
行
部
員
登
録
者
全
国
常
任
委
員
補
充
選
挙

○
各
種
委
員
の
選
任
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▽
報
告
事
項

外
航
部
門
活
動
報
告

▽
議
　
　
題

①
外
航
部
門
の
活
動
に
つ
い
て

②
外
航
部
属
全
国
常
任
委
員
補
充
選
挙

③
外
航
部
委
員
会
お
よ
び
各
種
協
議
会
の
構
成
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▽
報
告
事
項

水
産
部
門
活
動
報
告

▽
議
　
　
題

①
水
産
部
門
の
活
動
に
つ
い
て

②
水
産
部
属
全
国
常
任
委
員
補
充
選
挙

③
水
産
部
委
員
会
お
よ
び
各
種
協
議
会
の
構
成

国
ϋ
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ᅹ
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▽
報
告
事
項

国
内
部
門
活
動
報
告

▽
議
　
　
題

①
国
内
部
門
の
活
動
に
つ
い
て

②
国
内
部
属
全
国
常
任
委
員
補
充
選
挙

③
国
内
部
委
員
会
お
よ
び
各
種
協
議
会
の
構
成

令
和
７
年
９
月
25
日

全
日
本
海
員
組
合
組
合
長
松
浦  

満
晴

第
３
９
１
回

全
国
評
議
会
の
開
催
案
内

日

時

令
和
７
年
11
月
13
日
（
木
）

大
会
終
了
後

場

所

カ
ク
イ
ッ
ク
ス
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
２
階
大
ホ
ー
ル

議

題

①
大
会
決
定
に
関
す
る
処
理
事
項

に
つ
い
て

　
　
　
　
②
そ
の
他

カクイックス交流センター
鹿児島県鹿児島市山下町14の50

場所

水族館口電停水族館口電停鹿児島市電

カクイックス交流センター
（かごしま県民交流センター）
カクイックス交流センター
（かごしま県民交流センター）

名
山
桟
橋
通
り

桟
橋
通
り

県民交流センター東県民交流センター東県民交流センター東県民交流センター東裁判所前裁判所前

新造客船 「飛鳥Ⅲ」就航
飛鳥Ⅲ飛鳥Ⅲ飛鳥Ⅲ

横浜港大さん橋に並ぶ「飛鳥Ⅱ」（左）と「飛鳥Ⅲ」（右）横浜港大さん橋に並ぶ「飛鳥Ⅱ」（左）と「飛鳥Ⅲ」（右）横浜港大さん橋に並ぶ「飛鳥Ⅱ」（左）と「飛鳥Ⅲ」（右）

写真提供＝郵船クルーズ株式会社

ク
ル
ー
ズ
産
業
を
盛
り
上
げ
、大
勢
の
人
に
愛
さ
れ
る
船
に
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ー
に
乗
船
し
移
動
す
る
の
が
距
離

を
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
で
き
て
利
便

性
が
高
い
。

今
年
は
全
日
本
海
員
組
合
の
第

86
回
定
期
全
国
大
会
が
、
11
月
12

日
〜
13
日
に
鹿
児
島
市
で
開
催
さ

れ
る
予
定
。
９
月
３
日
、
組
合
本

部
の
田
中
伸
一
組
合
長
代
行
と
鹿

児
島
交
通
株
式
会
社
を
担
当
す
る

鹿
児
島
支
部
の
鶴
田
浩
平
執
行
部

員
が
、
垂
水
フ
ェ
リ
ー
の
「
フ
ェ

リ
ー
第
八
お
お
す
み
」
を
訪
船

し
、
現
場
組
合
員
と
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

現
場
組
合
員
か
ら
は
▽
出
入
港

が
多
い
航
路
で
気
が
休
ま
る
時
間

が
少
な
い
が
、
利
用
客
の
安
全
輸

送
を
第
一
に
使
命
感
を
も
っ
て
日

々
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
▽
新

Ṷ
組
合
員
⎛
ॖ
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鹿
児
島
湾
を
囲
む
よ
う
な
形
の

鹿
児
島
県
。
鹿
児
島
湾
の
東
側
に

あ
る
大
隅
半
島
と
西
側
に
あ
る
薩

摩
半
島
と
を
結
ぶ
フ
ェ
リ
ー
が
、

垂
水
フ
ェ
リ
ー
。
大
隅
半
島
に
位

置
す
る
「
垂
水
港
」
と
、
薩
摩
半

島
に
位
置
す
る
鹿
児
島
市
「
鴨
池

港
」
と
を
結
ぶ
。
鹿
児
島
市
街
地

か
ら
桜
島
方
面
へ
は
、
陸
続
き
な

の
で
車
や
電
車
で
も
移
動
は
可
能

で
あ
る
が
、
ぐ
る
り
と
湾
沿
い
を

走
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
フ
ェ
リ

造
船
２
隻
が
就
航
し
操
船
性
能
な

ど
が
向
上
し
て
い
る
反
面
、
接
岸

す
る
岸
壁
が
大
型
化
す
る
船
舶
に

対
応
で
き
て
い
る
と
は
言
い
難

く
、
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
老
朽
化

な
ど
、
船
舶
だ
け
が
リ
プ
レ
イ
ス

さ
れ
て
も
旅
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
は
つ
な
が
ら
な
い
▽
台
風
襲

来
な
ど
の
荒
天
時
の
鹿
児
島
湾
内

（
錦
江
湾
）
に
お
け
る
避
難
港
の

確
保
や
、
東
九
州
自
動
車
道
開
通

に
伴
う
利
用
客
減
少
、
燃
料
油
価

格
高
騰
へ
の
対
応
策
を
講
じ
て
ほ

し
い
―
な
ど
の
切
実
な
意
見
が
出

さ
れ
た
。

８
月
の
集
中
豪
雨
で
、
鹿
児
島

県
内
の
高
速
道
路
や
国
道
が
寸
断

さ
れ
る
中
、
鴨
池
・
垂
水
フ
ェ
リ

ー
は
、
薩
摩
半
島
と
大
隅
半
島
を

つ
な
ぐ
唯
一
の
移
動
手
段
と
な
っ

た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
く
、
災
害

時
に
も
活
躍
で
き
る
フ
ェ
リ
ー

は
、
海
の
国
道
と
し
て
地
域
住
民

の
生
活
に
は
欠
か
せ
な
い
。

鹿
児
島
市
は
、
垂
水
フ
ェ
リ
ー

の
ほ
か
、
大
隅
諸
島
、
奄
美
群
島

を
中
心
に
沖
縄
ま
で
の
離
島
航
路

に
就
航
す
る
フ
ェ
リ
ー
・
旅
客
船

の
拠
点
港
で
あ
り
、
海
員
組
合
の

活
動
方
針
を
決
定
す
る
定
期
全
国

大
会
で
は
、
離
島
航
路
に
働
く
現

場
組
合
員
の
現
状
や
課
題
な
ど
も

論
議
さ
れ
る
。

訪
船
時
の
意
見
交
換
で
、
現
場

組
合
員
皆
さ
ん
の
現
況
を
確
認
す

る
と
と
も
に
、
毎
日
の
安
全
航
海

を
通
じ
て
、
地
域
に
貢
献
す
る
現

場
組
合
員
の
皆
さ
ん
を
激
励
し
訪

船
を
終
え
た
。

薩摩半島と大隅半島を結ぶ

垂水フェリー
鹿児島交通株式会社鹿児島交通株式会社鹿児島交通株式会社

鹿
児
島
交
通
株
式
会
社
は
「
フ
ェ
リ
ー
第
八
お
お
す
み
」「
フ
ェ
リ
ー
第
十
一
お
お
す
み
」「
フ

ェ
リ
ー
第
十
二
お
お
す
み
」
の
３
隻
の
フ
ェ
リ
ー
を
運
航
し
て
お
り
、
鹿
児
島
市
の
鴨
池
港
と

垂
水
市
の
垂
水
港
を
35
分
の
短
時
間
で
結
ん
で
い
る
。
船
の
発
着
時
刻
は
利
用
客
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
お
り
、
地
域
住
民
の
通
勤
・
通
学
な
ど
の
海
上
移
動
手
段
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担

い
「
鴨
池
・
垂
水
フ
ェ
リ
ー
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
鹿
児
島
市
内
か
ら
垂
水

・
鹿
屋
市
内
ま
で
の
間
を
路
線
バ
ス
に
乗
っ
た
ま
ま
乗
船
で
き
る
の
は
最
大
の
魅
力
。

桜島

薩摩半島

大隅半島

垂水市14.5㎞

鹿児島湾

フェリー第八おおすみフェリー第八おおすみフェリー第八おおすみ

フェリー第十一おおすみフェリー第十一おおすみフェリー第十一おおすみ

フェリー第十二おおすみフェリー第十二おおすみフェリー第十二おおすみ

左から川邉隆史甲板手、有里国人甲板手、前山直樹船長、田中伸一組合長代行、左から川邉隆史甲板手、有里国人甲板手、前山直樹船長、田中伸一組合長代行、左から川邉隆史甲板手、有里国人甲板手、前山直樹船長、田中伸一組合長代行、
川畑経士甲板手、齋藤孔士甲板手、秋丸洋平甲板手川畑経士甲板手、齋藤孔士甲板手、秋丸洋平甲板手川畑経士甲板手、齋藤孔士甲板手、秋丸洋平甲板手

桜島と「フェリー第八おおすみ」桜島と「フェリー第八おおすみ」桜島と「フェリー第八おおすみ」

車両を満載して航走し、地域交通に活躍する「フェリー第八おおすみ」車両を満載して航走し、地域交通に活躍する「フェリー第八おおすみ」車両を満載して航走し、地域交通に活躍する「フェリー第八おおすみ」
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８
月
21
〜
22
日
の
２
日
間
、
横

浜
み
な
と
み
ら
い
の
国
指
定
の

重
要
文
化
財
、
帆
船
「
日
本
丸
」

で
、「
公
益
財
団
法
人
帆
船
日
本

丸
記
念
財
団
」
に
後
援
し
て
い
た

だ
き
、
３
回
目
と
な
る
海
員
組
合

関
東
地
方
支
部
主
催
の
帆
船
「
日

本
丸
」
海
洋
教
室
を
開
催
し
、
41

人
の
小
・
中
学
生
が
参
加
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
初
日
の
午
前

加
い
た
だ
い
た
看
護
師
の
紹
介
が

行
わ
れ
た
。

次
に
帆
船
日
本
丸
を
紹
介
す
る

動
画
視
聴
に
続
き
、
関
東
地
方
支

部
の
中
山
航
志
在
籍
専
従
執
行
部

員
と
安
藏
巧
在
籍
専
従
執
行
部
員

が
船
と
船
員
に
つ
い
て
の
講
義
を

行
っ
た
。

講
義
で
は
船
の
種
類
や
航
海
士

と
機
関
士
の
仕
事
、
船
員
へ
の
道

午
後
の
部
は
、
日
本
丸
の
船
内

見
学
か
ら
始
ま
り
、
大
き
な
マ
ス

ト
や
機
関
室
に
驚
き
の
声
を
あ

げ
、
船
室
内
の
飾
り
毛
布
に
感
動

す
る
な
ど
日
本
丸
職
員
の
説
明
に

耳
を
傾
け
日
本
丸
内
を
巡
っ
た
。

バ
ウ
ス
プ
リ
ッ
ト
（
日
本
丸
の

前
方
に
突
き
出
し
た
マ
ス
ト
）
渡

り
体
験
で
は
、
一
歩
ず
つ
慎
重
に

進
み
、
先
端
に
到
着
す
る
と
マ
ス

ト
か
ら
の
眺
め
を
楽
し
み
、
思
い

思
い
の
ポ
ー
ズ
を
取
り
カ
メ
ラ
に

笑
顔
を
向
け
て
い
た
。

ま
た
、
併
設
す
る
帆
船
日
本
丸

・
横
浜
み
な
と
博
物
館
で
は
、
船

と
横
浜
港
の
歴
史
に
つ
い
て
学

び
、
夕
食
後
は
日
本
丸
周
辺
を
散

策
し
、
夜
景
を
楽
し
ん
だ
。

２
日
目
は
朝
６
時
30
分
に
日
本

丸
甲
板
上
に
集
合
し
、
練
習
船
体

操
で
体
を
ほ
ぐ
す
と
、
ヤ
シ
の
実

を
使
っ
た
甲
板
磨
き
（
タ
ン
ツ

ー
）
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
村
田
信
船
長
の
経
験
に

基
づ
い
た
講
話
が
行
わ
れ
、
帆
船

日
本
丸
に
関
連
す
る
世
界
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
は
、
展

帆
訓
練
、
縄
打
ち
、
真
ち
ゅ
う
磨

き
体
験
を
行
い
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク

で
さ
ま
ざ
ま
な
結
索
練
習
を
行
っ

た
後
、
難
易
度
の
高
い
ナ
ポ
レ
オ

ン
マ
ッ
ト
を
、
頭
を
悩
ま
せ
な
が

ら
作
成
し
た
。
苦
労
し
て
編
み
上

げ
た
そ
の
作
品
は
記
念
に
お
土
産

と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
子
ど

も
た
ち
は
満
ち
足
り
た
表
情
を
浮

か
べ
て
い
た
。

閉
校
式
で
は
認
定
書
の
授
与
と

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
、
無
事
に
一

泊
二
日
の
海
洋
教
室
を
終
了
し
た
。

２
日
間
、
親
元
を
離
れ
た
子
ど
も

た
ち
で
あ
っ
た
が
、
仲
間
と
協
力

し
合
い
、
乗
り
越
え
、
一
回
り
大

き
く
た
く
ま
し
さ
を
増
し
て
、
笑

顔
で
家
族
の
元
へ
帰
っ
て
い
っ
た
。

《
関
東
地
方
支
部
＝
発
信
》

10
時
に
日
本
丸
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー

ク
研
修
施
設
（
訓
練
セ
ン
タ
ー
）

に
集
合
し
、
練
習
船
で
用
い
る
作

業
着
と
帽
子
が
配
布
さ
れ
、
緊
張

し
た
面
持
ち
で
開
校
式
に
備
え
た
。

開
校
式
で
は
、
日
本
丸
の
村
田

信
船
長
と
主
催
者
代
表
と
し
て
髙

宮
成
昭
関
東
地
方
支
部
長
が
あ
い

さ
つ
を
述
べ
、
指
導
員
の
日
本
丸

職
員
や
展
帆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参

の
り
に
つ
い
て
紹
介
し
、
子
ど
も

た
ち
か
ら
は
、
船
内
の
部
屋
と
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
に
つ
い
て
、

コ
ン
テ
ナ
の
運
び
方
や
積
み
方
に

つ
い
て
、
船
の
速
度
や
バ
ラ
ス
ト

に
つ
い
て
、
客
船
の
収
容
人
数
に

つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
執
行
部
か

ら
の
わ
か
り
や
す
い
説
明
は
、
船

と
船
員
に
つ
い
て
興
味
を
引
き
寄

せ
る
回
答
と
な
っ
た
。

現場組合員の声を大会に届けよう
第86回定期全国大会に向けて地区大会を開催地区大会

●日 ●程

地区大会 日　　　時 場　　所（連絡先）

苫小牧地区 10月14日 17時30分～ 北海道地方支部 ☎ 0144-33-3141

室蘭地区 10月14日 13時30分～ 室ガス文化センター ☎ 0143-22-3156

小樽地区 10月10日 17時00分～ 小 樽 事 務 所 ☎ 0134-23-7411

稚内地区 10月15日 20時00分～ 道 北 支 部 ☎ 0162-23-3021

紋別地区 10月14日 13時30分～ 紋別漁業協同組合 ☎ 0162-23-3021

釧路地区 10月14日 15時00分～ 道 東 支 部 ☎ 0154-24-0174

根室地区 10月15日 13時00分～ 根 室 事 務 所 ☎ 0153-24-8811

道南地区 10月15日 17時00分～ 道 南 支 部 ☎ 0138-22-8127

石巻・塩釜 10月10日 13時00分～ 東 北 地 方 支 部 ☎ 0225-23-1424

八戸地区 10月10日 14時00分～ 八 戸 支 部 ☎ 0178-33-3241

気仙沼・岩手 10月10日 13時30分～ 気 仙 沼 支 部 ☎ 0226-22-1509

小名浜地区 10月15日 13時30分～ 小 名 浜 支 部 ☎ 0246-54-2191

関東地区 10月2日 10時00分～ 関 東 地 方 支 部 ☎ 045-451-5580

新潟地区 9月25日 13時30分～ 新 潟 支 部 ☎ 025-247-3276

三崎地区 10月1日 14時00分～ 三 崎 支 部 ☎ 046-882-6555

清水地区 10月2日 18時00分～ 静 岡 支 部 ☎ 054-352-9136

地区大会 日　　　時 場　　所（連絡先）

神戸地区 10月2日 13時30分～ 関 西 地 方 支 部 ☎ 078-331-7541

大阪地区 10月2日 13時30分～ 大 阪 支 部 ☎ 06-6612-4300

名古屋地区 10月2日 14時00分～ 名 古 屋 支 部 ☎ 052-651-5495

北陸地区 10月7日 10時00分～ 北 陸 支 部 ☎ 0776-81-3427

広島地区 10月15日 13時30分～ 中・四国地方支部 ☎ 082-251-7358

尾道地区 10月15日 10時00分～ 尾 道 支 部 ☎ 0848-37-8163

愛媛地区 10月15日 10時30分～ 愛 媛 支 部 ☎ 0898-32-6131

高松地区 10月14日 10時30分～ 高松港旅客ターミナルビル ☎ 087-851-4622

北九州・下関 10月7日 15時00分～ 九州関門地方支部 ☎ 093-331-3600

福岡地区 10月6日 11時00分～ 福 岡 事 務 所 ☎ 092-761-5596

大分地区 10月6日 9時30分～ 佐賀関市民センター ☎ 097-575-2557

長崎地区 10月6日 10時30分～ 長 崎 支 部 ☎ 095-823-7251

鹿児島地区 10月6日 13時30分～ 鹿 児 島 支 部 ☎ 099-253-6605

那覇地区 10月9日 16時00分～ 沖 縄 支 部 ☎ 098-868-1884

石垣地区 10月8日 19時00分～ 石垣市離島ターミナル ☎ 098-868-1884

帆船
「日本丸」海洋教室

横浜市みなとみらい横浜市みなとみらい横浜市みなとみらい船員のお話船員のお話船員のお話

展帆訓練展帆訓練展帆訓練

ナポレオンマット作製ナポレオンマット作製ナポレオンマット作製
バウスプリット渡り訓練バウスプリット渡り訓練バウスプリット渡り訓練ナイトウォークナイトウォークナイトウォーク



2025年（令和７年）９月25日　　（4）第 3097 号 （第３種郵便物認可）

８
月
22
日
、
北
海
道
札
幌
市
内

の
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
、
令

和
７
年
度
北
海
道
地
方
政
治
参
与

会
を
開
催
し
た
。

会
議
で
は
、
は
じ
め
に
山
﨑
秀

和
北
海
道
地
方
支
部
長
か
ら
「
本

日
は
道
内
の
組
合
政
治
参
与
が

参
加
の
下
、
当
会
を
開
催
で
き
る

こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
道

内
の
諸
課
題
に
対
す
る
活
発
な
意

見
、
論
議
の
方
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
」
と
の
あ
い
さ
つ
を
行

っ
た
。

続
い
て
、
政
治
活
動
委
員
会
委

員
長
の
松
浦
満
晴
組
合
長
か
ら

「
本
組
合
活
動
の
理
解
と
協
力
に

対
し
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

本
日
は
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
は

あ
る
が
、
活
動
方
針
の
具
現
化
へ

向
け
、
意
見
交
換
し
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

議
事
に
入
り
報
告
事
項
で
は
、

遠
藤
飾
政
治
活
動
委
員
会
事
務
局

次
長
か
ら
次
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

▽
第
85
回
定
期
全
国
大
会
決
定
事

項
に
基
づ
く
申
し
入
れ

▽
船
員
税
制
へ
の
取
り
組
み

▽
海
事
振
興
連
盟
を
通
じ
た
政
策

活
動
に
つ
い
て

▽
各
種
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て

▽
政
治
参
与
と
の
連
携
に
つ
い
て

続
い
て
、
池
上
幸
太
北
海
道
地

方
支
部
副
支
部
長
か
ら
北
海
道
管

内
の
政
治
活
動
報
告
が
行
わ
れ
た
。

▽
大
会
決
定
事
項
に
基
づ
く
申
し

入
れ
に
つ
い
て

▽
政
治
参
与
と
の
連
携
に
つ
い
て

ま
た
、
各
政
治
参
与
か
ら
は

▽
各
地
区
に
お
け
る
政
治
活
動
状

況
に
つ
い
て

▽
「
海
の
日
」
固
定
化
に
関
す
る

活
動
に
つ
い
て

▽
船
員
税
制
に
関
す
る
一
般
質
問

を
行
う
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い

て▽
道
内
の
洋
上
風
力
発
電
事
業
の

進
捗
お
よ
び
カ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
規
制

に
つ
い
て

▽
「
少
年
北
海
丸
」
の
年
間
維
持

費
カ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
逢
坂
誠
二

議
員
が
直
接
法
務
大
臣
に
照
会
し

て
い
る
こ
と

―
な
ど
に
つ
い
て
、
報
告
が
な
さ

れ
た
後
、
出
席
し
た
委
員
と
意
見

交
換
を
行
い
、
理
解
を
深
め
た
。

最
後
に
立
川
博
行
政
治
活
動
委

員
会
事
務
局
長
か
ら
「
引
き
続
き

活
動
方
針
の
具
現
化
へ
向
け
政
治

参
与
各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
」
と
の
閉
会
の
あ
い
さ
つ
が

行
わ
れ
、
令
和
７
年
度
北
海
道
地

方
政
治
参
与
会
を
閉
会
し
た
。

《
北
海
道
地
方
支
部
＝
発
信
》

２
０
２
５
年
９
月
25
日

中
央
選
挙
委
員
会
議
長
　
　
　
齋
藤
洋

第
40
期
全
国
委
員
の
当
選
告
示

一
、２
０
２
５
年
９
月
15
日
付
で
告
示
し
た
第
40
期
全
国
委

員
補
充
選
挙
に
つ
い
て
は
、
立
候
補
の
受
け
付
け
を
締
め
切
り
、

立
候
補
者
の
資
格
審
査
を
行
い
、
候
補
者
が
適
格
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

対
立
候
補
者
が
な
い
立
候
補
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
国

委
員
選
挙
規
則
第
25
条
Ｄ
項
に
よ
り
投
票
を
略
し
、
当
選
人
を

次
の
通
り
と
す
る
。

《
企
業
区
・
企
業
単
位
》

０
２
８
商
船
三
井
　
　（
補
充
定
員
１
名
・
立
候
補
者
１
名
）

当
選
人
無
関
健
一
朗
商
船
三
井

一
等
航
海
士

０
４
１
関
東
地
区
水
産
グ
ル
ー
プ

（
補
充
定
員
１
名
・
立
候
補
者
１
名
）

当
選
人
冨
山
優
介
　
　
日
本
海
洋
事
業

三
等
機
関
士

０
６
８
大
阪
地
区
内
航
船
Ａ
グ
ル
ー
プ

（
補
充
定
員
１
名
・
立
候
補
者
１
名
）

当
選
人
藤
原
哲
　
　
　
共
和
産
業
海
運

船
長

以
上

九州政治参与会開催

左から首藤孝治苫小牧市議会議員、松尾和仁釧路市議会議員、高橋亨北海道議会議員、左から首藤孝治苫小牧市議会議員、松尾和仁釧路市議会議員、高橋亨北海道議会議員、左から首藤孝治苫小牧市議会議員、松尾和仁釧路市議会議員、高橋亨北海道議会議員、
池端英昭北海道議会議員、上村賢石狩市議会議員、村山拓司札幌市議会議員池端英昭北海道議会議員、上村賢石狩市議会議員、村山拓司札幌市議会議員池端英昭北海道議会議員、上村賢石狩市議会議員、村山拓司札幌市議会議員

崎山嗣幸（前沖縄県議会議員）崎山嗣幸（前沖縄県議会議員）崎山嗣幸（前沖縄県議会議員）

仲村未央沖縄県議会議員仲村未央沖縄県議会議員仲村未央沖縄県議会議員

福司山宣介鹿児島県議会議員福司山宣介鹿児島県議会議員福司山宣介鹿児島県議会議員 中村泰輔長崎県議会議員中村泰輔長崎県議会議員中村泰輔長崎県議会議員

山田由美子福岡市議会議員山田由美子福岡市議会議員山田由美子福岡市議会議員

奥村直樹北九州市議会議員奥村直樹北九州市議会議員奥村直樹北九州市議会議員

８
月
29
日
15
時
か
ら
鹿
児
島
市

の
城
山
ホ
テ
ル
会
議
室
で
、
令
和

７
年
度
九
州
政
治
参
与
会
を
開
催

し
、
二
神
健
太
鹿
児
島
支
部
長
が

司
会
を
務
め
進
め
ら
れ
た
。

開
催
に
あ
た
り
、
全
日
本
海
員

組
合
を
代
表
し
て
松
浦
満
晴
組
合

長
が
「
九
州
関
門
管
内
政
治
参
与

会
も
本
年
で
３
回
目
の
開
催
と
な

る
。
政
治
参
与
の
先
生
方
の
ご
参

加
と
組
合
諸
活
動
に
対
す
る
ご
理

解
と
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ

る
。
組
合
本
部
会
館
に
つ
い
て

は
、
日
本
を
代
表
す
る
有
名
建
築

家
が
設
計
し
て
お
り
保
存
し
て
ほ

し
い
と
い
う
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ

た
こ
と
な
ど
を
勘
案
し
、
改
修
す

る
こ
と
と
な
り
、
工
事
も
終
え
、

引
き
続
き
組
合
員
を
守
る
拠
点
と

し
て
活
動
を
継
続
し
て
い
る
。
少

子
高
齢
化
に
よ
り
船
員
確
保
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
が
、
本
日
は
さ

ま
ざ
ま
な
先
生
方
の
活
動
の
一
端

を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
、
有
意
義

な
会
議
と
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

を
述
べ
た
。

続
い
て
政
治
参
与
を
代
表
し
て
、

開
催
県
の
福
司
山
宣
介
鹿
児
島
県

議
会
議
員
か
ら
「
鹿
児
島
地
区
で

の
九
州
関
門
管
内
政
治
参
与
会
の

開
催
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
九
州

各
地
そ
れ
ぞ
れ
の
政
治
参
与
も
第

85
回
定
期
全
国
大
会
で
決
定
し
た

各
自
治
体
へ
の
申
し
入
れ
な
ど
に

同
行
し
、
地
域
の
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
会
議
で
は
各
地
域

の
取
り
組
み
や
諸
問
題
な
ど
を
参

考
に
し
、
今
後
の
活
動
に
つ
な
げ

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

議
事
で
は
組
合
活
動
の
報
告
が

行
わ
れ
た
後
、
各
政
治
参
与
の
活

動
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
、
各

議
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
、九
州
政
治
参
与
会
を
終
え
た
。

《
九
州
関
門
地
方
支
部
＝
発
信
》

令和７年度

北海道地方政治参与会
令和７年度令和７年度令和７年度令和７年度令和７年度令和７年度令和７年度令和７年度令和７年度令和７年度令和７年度令和７年度令和７年度令和７年度令和７年度

令和７年度令和７年度令和７年度令和７年度令和７年度令和７年度令和７年度令和７年度令和７年度令和７年度令和７年度令和７年度令和７年度令和７年度

意
見
交
換
で
理
解
を
深
め
る
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船橋で
船長から船の仕組みや
操船方法を学ぶ

８
月
１
日
、
公
益
財
団
法
人
中

部
海
事
広
報
協
会
と一般
財
団
法

人
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会

共
催
の
第
18
回
夏
休
み
「
伊
勢
湾

発
見
ツ
ア
ー
」
が
名
古
屋
港
で
開

催
さ
れ
、
伊
勢
湾
フ
ェ
リ
ー
株
式

会
社
の
「
伊
勢
丸
」
に
、一
般
公

募
で
当
選
し
た
小
・
中
学
生
と
そ

の
家
族
約
２
５
０
人
が
乗
船
し
た
。

参
加
者
は
、
は
じ
め
に
名
古
屋

港
ポ
ー
ト
ビ
ル
に
集
合
し
て
、
第

四
管
区
海
上
保
安
本
部
と
Ｗ
Ｏ
Ｌ

Ｆ
Ｄ
Ｏ
Ｇ
Ｓ
名
古
屋
（
プ
ロ
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
）
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
Ｗ
Ｏ
Ｌ
Ｆ

Ｄ
Ｏ
Ｇ
Ｓ
名
古
屋
の
選
手
に
よ
る

救
命
胴
衣
着
用
講
座
に
参
加
し
た

後
、
伊
勢
丸
に
乗
船
し
て
、
中
部

国
際
空
港
付
近
ま
で
往
復
約
３
時

間
か
け
て
周
遊
す
る
ク
ル
ー
ズ
に

向
け
出
港
し
た
。

乗
船
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、
中
部
運

輸
局
海
事
振
興
部
か
ら
「
日
本
は

海
に
囲
ま
れ
て
お
り
世
界
と
の
貿

易
は
海
を
渡
っ
て
行
わ
れ
て
い

る
。
日
常
生
活
で
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
海
に
対
し
て
親
し
み

を
も
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
が
行
わ
れ
た
。

船
内
で
は
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
実

習
、
手
旗
信
号
の
紹
介
、
救
命
胴

衣
の
試
着
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
子
ど
も
だ

け
で
な
く
大
人
も
楽
し
め
る
内
容

と
な
っ
た
。
ま
た
、
普
段
は
入
室

で
き
な
い
船
橋
で
船
の
仕
組
み
や

操
船
方
法
を
船
長
か
ら
学
ぶ
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
特
に
大
人
気
だ
っ
た
。

変
針
点
の
中
部
国
際
空
港
に
近

づ
く
と
、
海
上
保
安
庁
の
巡
視
艇

「
あ
ゆ
づ
き
」
に
よ
る
放
水
演
習

や
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
本
船
の
上

空
を
周
遊
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組

ま
れ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
が
大

喜
び
で
写
真
を
撮
影
し
た
。

名
古
屋
港
に
午
後
３
時
過
ぎ
に

第18回
夏休み伊勢湾発見ツアー

伊勢湾フェリー株式会社伊勢湾フェリー株式会社伊勢湾フェリー株式会社

祝賀会であいさつする石倉吾悦漁労長祝賀会であいさつする石倉吾悦漁労長祝賀会であいさつする石倉吾悦漁労長

８
月
５
日
、
八
戸
港
の
第
二
魚

市
場
前
で
、
株
式
会
社
丸
吉
の
新

造
沖
合
底
引
き
網
漁
船
「
第
八
正

進
丸
」（
１
４
７
ト
ン
）
の
船
内

が
公
開
さ
れ
、
完
成
を
記
念
し
て

祝
賀
会
が
開
か
れ
た
。

株
式
会
社
丸
吉
は
１
９
５
１
年

に
起
業
し
た
会
社
で
、
マ
グ
ロ
漁

船
４
隻
、
イ
カ
釣
り
船
１
隻
、
底

引
き
網
漁
船
２
隻
、
大
型
イ
カ
釣

り
と
底
刺
し
網
を
兼
業
で
き
る
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
船
１
隻
を
所
有
。

新
造
船
「
第
八
正
進
丸
」
は
、

水
産
庁
の
漁
業
構
造
改
革
総
合
対

策
事
業
（
も
う
か
る
漁
業
）
を
活

用
し
て
建
造
し
、
主
な
改
革
事
業

と
し
て
は
、
木
箱
を
廃
止
し
改
良

型
コ
ン
テ
ナ
バ
ッ
ク
を
採
用
し

た
。
ま
た
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
・

シ
ュ
ー
タ
ー
の
導
入
に
よ
り
作
業

負
担
の
軽
減
を
図
り
、
海
水
滅
菌

装
置
と
海
水
冷
却
装
置
の
導
入

で
、
衛
生
管
理
を
徹
底
し
、
付
加

価
値
の
向
上
に
取
組
む
。

居
住
区
は
、
若
年
船
員
に
配
慮

し
個
室
を
増
や
し
た
こ
と
で
、
乗

組
員
の
居
住
環
境
を
改
善
し
た
。

石
倉
吾
悦
漁
労
長
は
「
９
月
１
日

の
初
出
航
で
ス
ル
メ
イ
カ
を
狙
う

こ
と
に
な
る
が
、
先
ず
は
船
に
慣

れ
る
こ
と
が
必
要
。
安
全
操
業
を

第
一
に
大
漁
目
指
し
頑
張
り
た

い
」
と
力
強
く
抱
負
を
述
べ
た
。

《
八
戸
支
部
＝
発
信
》

伊勢丸伊勢丸伊勢丸

船橋見学船橋見学船橋見学

株式会社丸吉株式会社丸吉株式会社丸吉

沖合底引き網漁船

第八正進丸竣工
新造船

帰
港
・
着
岸
し
、
株
式
会
社
ナ
ゴ

ヤ
シ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
手
際
の
良

い
係
船
作
業
を
見
学
し
、
参
加
者

は
日
頃
体
験
で
き
な
い
洋
上
で
の

体
験
と
思
い
出
を
持
ち
帰
っ
た
。

《
名
古
屋
支
部
＝
発
信
》



ホ
テ
ル
マ
リ
ナ
ー
ズ
コ
ー
ト
東

京（
海
員
福
祉
研
修
会
館
）が
、全

面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
の
は
、
客
室
内
の
ベ
ッ

ド
や
浴
槽
・
ト
イ
レ
な
ど
。
す
べ

て
を
新
調
し
、
宿
泊
者
が
、
よ
り

快
適
に
過
ご
せ
る
空
間
を
実
現
し

た
。ま

た
、
12
階
「
ル・ア
ー
ブ
ル
」

を
改
装
し
て
朝
食
・
昼
食
会
場

と
し
、
１
階
ロ
ビ
ー
に
は
本
格
的

な
自
家
焙
煎
コ
ー
ヒ
ー
が
味
わ
え

る
カ
フ
ェ
「
Ｒ
ｏ
ｐ
ｐ
ｏ
ｎ
ｇ
ｉ

Ｃ
ｏ
ｆ
ｆ
ｅ
ｅ
晴
海
店
」
が
六

本
木
店
に
続
き
オ
ー
プ
ン
し
た
。

宿
泊・施
設
利
用
に
つ
い
て
は
、

メ
ー
ル
も
し
く
は
電
話
で
の
予
約

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

組
合
員
特
典

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
後
も
、

こ
れ
ま
で
同
様
に
組
合
員
（
本
人

と
そ
の
家
族
）
が
宿
泊
す
る
場
合

は
、
通
常
の
半
額
料
金
で
宿
泊
が

可
能
と
な
る
ほ
か
、
組
合
員
の
紹

介
が
あ
れ
ば
、
会
議
・
宴
会
費
用

の
総
額
か
ら
30
％
割
引
と
な
る
。

※
組
合
員
価
格

シ
ン
グ
ル
１
泊
７
５
０
０
円
〜

ツ
イ
ン
１
泊
１
２
５
０
０
円

ツ
イ
ン
（
シ
ン
グ
ル
ユ
ー
ス
）

１
泊　
　
９
０
０
０
円

海員福祉研修会館

ホテルマリナーズコート東京
組合員とご家族の宿泊は通常の半額料金

ホテルマリナーズコート東京

〒104 -0053　東京都中央区晴海4 -7-28
お問い合わせ先 TEL ０３-５５６０-２５２５

宿泊予約専用アドレス mc@hotel-mariners.co.jp
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２
０
２
５
平
和
ヒ
ロ
シ
マ
集
会

８
月
５
日
か
ら
６
日
に
か
け

て
、
広
島
市
で
「
２
０
２
５
平
和

行
動
ｉ
ｎ
広
島
」
が
開
催
さ
れ
、

平
和
へ
の
祈
り
を
込
め
、
組
合
員

と
そ
の
家
族
や
中
・
四
国
地
方
支

部
管
内
職
員
一
同
が
折
っ
た
千
羽

鶴
を
、
除
補
修
中
・
四
国
地
方
支

部
長
が
献
納
し
た
。

式
典
で
は
参
加
者
全
員
の
黙
祷

が
さ
さ
げ
ら
れ
た
後
、
主
催
者
を

代
表
し
て
、
芳
野
友
子
連
合
会
長

が
あ
い
さ
つ
し
、
続
い
て
連
合
広

島
の
大
野
真
人
会
長
が
「
核
兵
器

廃
絶
と
世
界
の
恒
久
平
和
の
実

現
」
を
強
く
訴
え
た
。

ま
た
、
広
島
県
原
水
爆
被
害
者

団
体
協
議
会
の
切
明
千
枝
子
さ
ん

か
ら
被
爆
体
験
証
言
が
あ
り
、
核

兵
器
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
こ

と
を
参
加
者
と
共
有
し
た
。
最
後

に
「
平
和
の
歌
」
を
合
唱
し
、
被

爆
80
年
の
記
念
集
会
は
閉
会
し

島
）
の
返
還
と
日
ロ
平
和
条
約
の

締
結
を
強
く
訴
え
た
。

平
和
行
動
で
は
９
月
６
日
に
、

会
場
を
分
け
て
の
北
方
四
島
学
習

会
が
行
わ
れ
、
北
方
領
土
に
対
す

る
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
な
ど
が

参
加
者
に
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、

９
月
７
日
に
は
「
連
合
２
０
２
５

平
和
ノ
サ
ッ
プ
集
会
」
が
納
沙
布

岬
・
望
郷
の
岬
公
園
で
開
催
さ

れ
、
全
国
か
ら
約
７
０
０
人
が
集

結
し
た
。

集
会
は
、
は
じ
め
に
主
催
者
を

代
表
し
清
水
秀
行
連
合
事
務
局
長

が
「
北
方
四
島
の
一
括
返
還
と
日

ロ
平
和
条
約
締
結
ま
で
粘
り
強

く
取
り
組
む
」
と
あ
い
さ
つ
し

「
２
０
２
５
平
和
ノ
サ
ッ
プ
集
会

ア
ピ
ー
ル
」
で
、
北
方
四
島
の
早

期
一
括
返
還
と
日
ロ
平
和
条
約
の

締
結
の
実
現
に
向
け
て
関
係
諸
団

体
と
連
携
し
日
本
国
政
府
を
後
押

し
し
て
粘
り
強
く
運
動
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
が
宣
言
さ
れ
、
満
場

の
拍
手
で
採
択
、
確
認
さ
れ
た
。

最
後
に
「
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
」

で
、
北
方
四
島
に
魂
の
声
が
届
く

よ
う
、
こ
ぶ
し
を
突
き
上
げ
た
。

《
道
東
支
部
＝
発
信
》

た
。
《
中
・
四
国
地
方
支
部
＝
発
信
》

２
０
２
５
平
和
行
動
in
長
崎

長
崎
市
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ

れ
て
80
年
を
迎
え
る
８
月
８
日
、

長
崎
県
立
総
合
体
育
館
で
「
被
爆

80
年
連
合
２
０
２
５
平
和
ナ
ガ
サ

キ
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
約
２
０

０
０
人
が
参
加
し
た
。

は
じ
め
に
高
籐
義
弘
連
合
長
崎

会
長
が
「
世
界
各
地
で
は
紛
争
が

続
き
、
核
兵
器
使
用
の
危
機
が
迫

っ
て
い
る
中
、
わ
が
国
に
お
い
て

も
戦
争
を
し
て
い
た
事
実
が
あ

り
、
多
く
の
尊
い
命
が
犠
牲
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
悲
劇
が
繰
り
返

さ
れ
な
い
よ
う
、
一
刻
も
早
く
、

争
い
を
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

次
に
主
催
者
を
代
表
し
芳
野
友

子
連
合
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
続

い
て
大
石
賢
吾
長
崎
県
知
事
、
リ

ュ
ッ
ク
・
ト
リ
ア
ン
グ
ル
国
際
労

働
組
合
総
連
合
書
記
長
の
来
賓
あ

い
さ
つ
が
行
わ
れ
「
ナ
ガ
サ
キ
・

ユ
ー
ス
代
表
団
」
と
「
高
校
生
平

和
大
使
」
に
よ
る
平
和
活
動
の
紹

介
が
行
わ
れ
幕
を
閉
じ
た
。

《
長
崎
支
部
＝
発
信
》

２
０
２
５
平
和
行
動
in
根
室

９
月
６
日
か
ら
７
日
に
か
け

て
、「
連
合
２
０
２
５
平
和
行
動

ｉ
ｎ
根
室
」
が
北
海
道
根
室
市
で

開
催
さ
れ
、
北
方
領
土
（
択
捉

島
、
国
後
島
、
色
丹
島
、
歯
舞
群

２０２５平和集会
広島市／長崎市／北海道根室市広島市／長崎市／北海道根室市広島市／長崎市／北海道根室市平和行動㏌ 根室平和行動㏌ 根室平和行動㏌ 根室

平和行動㏌ 根室平和行動㏌ 根室平和行動㏌ 根室

客船「えとぴりか」客船「えとぴりか」客船「えとぴりか」
で北方四島学習会で北方四島学習会で北方四島学習会

平和行動㏌ 長崎平和行動㏌ 長崎平和行動㏌ 長崎

平和行動㏌ 広島平和行動㏌ 広島平和行動㏌ 広島



余
白
を
ど
う
作
り
出
す
か

を
考
え
た
上
で
、
絵
と
書
の

融
合
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

古
典
的
な
書
を
学
ん
で
き
た

字
と
い
う
よ
り
、
自
分
な
り

の
ア
レ
ン
ジ
が
効
い
て
い
ま

す
。「
雨
」
の
曲
が
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
面
白
い
で
す
。
風

を
受
け
て
な
の
か
、
動
き
の

あ
る
作
品
で
す
。
線
は
水
平

垂
直
で
統
一
感
、
隷
書
の
要

素
が
あ
り
ま
す
ね
。

第50回 

海上美術展
講評 川合 広太郎先生

船員と家族が創る文化・広場

武政 博
●
詩
画
書

書道
の部
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水素とバイオ燃料の
ハイブリッド化を実現した
EV（電気推進）船
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プ
ロ
ロ
ー
グ

満
月
が
、
大
海
原
を
く
ま
な
く

照
ら
し
て
い
る
。
ん
⁉
だ
け
ど
ど

う
し
た
こ
と
だ
ろ
う
、
そ
の
月
に

影
が
ひ
と
つ
も
な
い
ん
だ
。

日
本
で
は
む
か
し
か
ら
、
あ
れ

は
ウ
サ
ギ
の
も
ち
つ
き
だ
な
ん
て

い
わ
れ
て
き
た
け
ど
、
そ
ん
な
影

が
ひ
と
か
け
ら
も
な
い
な
ん
て
。

の
っ
ぺ
ら
ぼ
う
の
満
月
だ
か
ら
、

よ
け
い
に
明
る
く
輝
い
て
る
。

「
あ
ぶ
ね
え
、
よ
け
ろ
っ
、
お

も
か
じ
い
っ
ぱ
ぁ
い
！
」

大
き
な
声
が
、
海
風
を
つ
ん
ざ

い
て
ひ
び
き
わ
た
っ
た
。

ぎ
り
ぎ
り
よ
け
ら
れ
た
？
い

い
や
む
り
だ
。
ぜ
っ
た
い
に
ぶ
つ

け
ら
れ
て
た
は
ず
だ
。
し
か
も
ン

10
万
ト
ン
は
あ
り
そ
う
な
タ
ン
カ

ー
に
だ
。

見
は
り
は
い
な
か
っ
た
の
か
。

レ
ー
ダ
ー
、見
て
な
か
っ
た
の
か
。

し
ら
ん
顔
し
て
、
つ
っ
こ
ん
で
き

た
ん
だ
。

あ
て
ら
れ
た
こ
っ
ち
は
、
タ
ン

カ
ー
に
く
ら
べ
た
ら
、
ク
ジ
ラ
と

ト
ビ
ウ
オ
く
ら
い
大
き
さ
が
ち
が

う
。
き
っ
と
こ
っ
ち
は
ま
っ
ぷ
た

つ
に
さ
れ
て
、
海
の
モ
ク
ズ
と
や

ら
に
な
っ
て
た
は
ず
だ
。
で
も
、

そ
う
な
ら
な
か
っ
た
。

小
さ
い
と
い
っ
た
っ
て
、
こ
っ

ち
は
帆
船
の
中
で
は
王
さ
ま
み
た

い
に
い
ば
っ
て
る
、
三
本
マ
ス
ト

だ
。
そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
ク
ジ
ラ

と
ト
ビ
ウ
オ
だ
ろ
う
け
ど
。

マ
ス
ト
は
つ
っ
立
っ
た
ま
ま
。

タ
ン
カ
ー
は
、
こ
っ
ち
の
ど
ま
ん

中
を
す
り
ぬ
け
て
い
っ
た
ん
だ
。

甲
板
に
は
、
男
た
ち
が
へ
た
り

こ
ん
で
た
。
み
ん
な
、
よ
れ
よ
れ

の
シ
ャ
ツ
。
上
半
身
は
だ
か
の
男

た
ち
も
い
る
。か
み
は
ぼ
う
ぼ
う
、

顔
じ
ゅ
う
ひ
げ
だ
ら
け
。
ん
⁉

「
な
ん
だ
っ
た
ん
で
す
、
カ
ピ

タ
ン
。
い
ま
の
は
」

よ
う
や
く
起
き
あ
が
っ
た
ひ
げ

づ
ら
が
、
ふ
り
か
え
っ
た
。
ひ
と

り
だ
け
身
な
り
の
い
い
男
が
、
遠

く
な
っ
て
く
タ
ン
カ
ー
を
見
お
く

り
な
が
ら
、
ぶ
る
る
っ
と
体
を
ふ

る
わ
せ
た
。

「
わ
か
ら
ね
え
、
お
れ
に
も
」

「
ぜ
っ
た
い
、
ぶ
っ
つ
け
ら
れ

て
ま
し
た
よ
ね
？
」

「
そ
の
は
ず
だ
っ
た
。
そ
れ
が

と
お
り
ぬ
け
て
っ
た
。
こ
っ
ち
が

ま
る
で
、
と
う
め
い
み
た
い
に
」

「
お
っ
か
ね
え
じ
ゃ
ね
え
で
す

か
。
ま
る
で
こ
っ
ち
が
幽
霊
船
み

て
え
じ
ゃ
ね
え
で
す
か
」

身
な
り
の
い
い
男
は
カ
ピ
タ
ン
。

そ
う
、
キ
ャ
プ
テ
ン
、
船
長

だ
。
ボ
タ
ン
い
っ
ぱ
い
の
半
コ
ー

ト
み
た
い
な
の
を
着
て
、
つ
ば
広

の
帽
子
。
こ
し
に
は
サ
ー
ベ
ル
を

ぶ
ら
さ
げ
て
る
。

い
ま
の
は
な
ん
だ
。
帆
柱
い
っ

ぽ
ん
も
な
か
っ
た
ぞ
。
ど
う
や
っ

て
風
、
も
ら
う
ん
だ
。

そ
れ
も
、
あ
ん
な
に
ど
で
か
い

体
で
。
ク
ジ
ラ
百
頭
つ
み
あ
げ
た

み
た
い
な
。
み
ん
な
口
ぐ
ち
に
だ
。

「
ど
っ
ち
か
が
幽
霊
船
で
な
く

ち
ゃ
、
お
こ
り
っ
こ
ね
え
」

「
こ
っ
ち
で
あ
る
も
ん
か
、
み

ろ
よ
、
み
ん
な
こ
う
し
て
ピ
ン
ピ

ン
し
て
る
じ
ゃ
ね
え
か
」

カ
ピ
タ
ン
の
肩
に
、
な
ん
と
オ

ウ
ム
が
一羽
と
ま
っ
て
る
。
眼
の
ま

わ
り
が
し
わ
く
ち
ゃ
。
く
ち
ば
し

は
ひ
ん
曲
が
っ
て
て
強
そ
う
だ
。

「
ゴ
エ
ゴ
エ
、
ゴ
エ
ッ
」

な
に
か
い
っ
た
。

「
そ
う
か
、
幽
霊
船
は
あ
っ
ち

か
。
あ
っ
ち
だ
っ
て
よ
、
ゴ
エ
ゴ

エ
が
い
っ
て
る
ん
だ
か
ら
、
ま
ち

が
い
ね
え
」

カ
ピ
タ
ン
は
い
っ
た
け
ど
、
ま

だ
不
安
そ
う
な
男
た
ち
が
ま
わ
り

の
顔
を
う
か
が
っ
て
た
。

風
が
止
ん
で
た
。
三
本
マ
ス
ト

い
っ
ぱ
い
の
帆
が
、
だ
ら
ぁ
ん
と

な
ま
け
て
る
。
だ
け
ど
メ
イ
ン
マ

ス
ト
の
て
っ
ぺ
ん
の
旗
だ
け
は
ち

が
う
。
な
に
い
？
ど
く
ろ
に
、
骨

の
ば
っ
て
ん
印
？
そ
れ
じ
ゃ
あ
海

賊
船
じ
ゃ
あ
な
い
か
。

縄
ば
し
ご
が
、
マ
ス
ト
の
て
っ

ぺ
ん
に
む
か
っ
て
の
び
て
る
。
は

し
げ
た
か
ら
無
数
の
ロ
ー
プ
が
た

れ
さ
が
っ
て
る
。
船
の
ど
て
っ
ぱ

ら
に
は
大
砲
を
か
く
し
て
る
。
そ

れ
が
、
い
く
門
も
だ
。

ゴ
エ
ゴ
エ
。
ま
た
オ
ウ
ム
が
な

に
か
い
っ
た
。

「
さ
あ
、
ひ
と
ね
い
り
し
と
け

っ
て
よ
。
も
ち
ろ
ん
、
夜
番
は
ね

る
ん
じ
ゃ
ね
え
ぞ
。
幽
霊
船
を
、

ち
ゃ
ん
と
見
は
る
ん
だ
ぞ
」

ひ
げ
面
た
ち
が
、
の
そ
の
そ
と

動
き
出
し
て
た
。
そ
の
こ
ろ
―

ど
こ
だ
ろ
う
、
海
辺
の
丘
に
、

も
う
ひ
と
つ
海
賊
船
が
い
た
。
こ

っ
ち
の
は
、
な
ん
と
真
っ
ぷ
た
つ
。

し
か
も
ま
ん
中
が
な
い
。
砂
に

う
ず
も
れ
て
い
て
、
出
て
い
る
の

は
船
首
と
船
尾
だ
け
。
そ
れ
で
も

砂
か
ら
つ
き
出
て
い
る
三
本
の
マ

ス
ト
、
そ
の
ま
ん
中
の
て
っ
ぺ
ん

に
、
あ
の
海
賊
の
旗
じ
ゃ
あ
な
い

か
。
二
せ
き
の
海
賊
船
？
い
っ
た

い
な
に
が
お
こ
ろ
う
と
し
て
る
ん

だ
。

満
月
に
海
賊
船
が
や
っ
て
来
る

大
原
興
三
郎

文

二
井
野
ま
こ

画

童
話
・
潮
の
香

「
ザ・ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
」に
応
募
さ
れ
た
み
な
さ
ん
か
ら
の
便
り
で
す
。

夫
が
下
船

山
梨
県  

も
ち
こ

夫
を
労
う
と
と
も
に
、
ワ
ン
オ
ペ

育
児
を
が
ん
ば
っ
た
自
分
も
ほ
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
Ｎ
Ｓ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
海
運
）

秋
発
見

熊
本
県  

栗
マ
マ

涼
を
求
め
て
阿
蘇
高
原
を
ド
ラ
イ

ブ
。
風
に
揺
れ
る
ス
ス
キ
や
オ
ミ
ナ

エ
シ
の
花
に
秋
を
見
つ
け
ま
し
た
。

（
川
崎
汽
船
）

ぶ
ど
う
狩
り

兵
庫
県  

岩
井
治
美

ぶ
ど
う
狩
り
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
大
き
く
実
っ
た
ぶ
ど
う
を
孫
た

ち
と
お
な
か
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

（
商
船
三
井
）

大
根
の
芽

新
潟
県  

吉
谷
ま
り

雨
が
降
ら
な
い
の
で
畑
の
水
く
れ

が
大
変
で
す
。
８
月
の
終
わ
り
頃
、

大
根
の
種
を
ま
き
ま
し
た
。
朝
晩
水

く
れ
し
て
い
た
ら
芽
が
出
て
来
ま
し

た
。

（
日
本
海
曳
船
）

癒
し
の
緑

福
岡
県  

上
村
愛

最
近
、
室
内
で
ハ
ー
ブ
の
栽
培
を

始
め
ま
し
た
。
家
の
中
に
緑
が
増
え

て
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
人
の
サ
ボ

テ
ン
も
元
気
に
育
っ
て
い
ま
す
。

（
東
洋
海
運
シ
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

サ
ン
マ
の
豊
漁千

葉
県  

鈴
木
一
惠

今
年
は
サ
ン
マ
の
豊
漁
で
う
れ
し

い
で
す
。
８
月
末
に
は
花
咲
か
ら
１

ケ
ー
ス
送
ら
れ
て
き
て
家
族
、
友

達
、
ご
近
所
さ
ん
に
分
け
て
楽
し
み

ま
し
た
。
内
臓
も
臭
み
な
く
お
い
し

く
食
べ
ら
れ
た
の
は
初
め
て
で
す
。

（
角
万
水
産
）

大
豊
作

神
奈
川
県  

は
ー
ち
ゃ
ん

２
月
に
植
え
た
ス
イ
ス
チ
ャ
ー
ド

の
苗
が
９
月
に
な
っ
て
も
次
か
ら
次

へ
と
葉
を
付
け
、
サ
ラ
ダ
や
お
ひ
た

し
で
お
い
し
く
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ち
ょ
っ
と
彩
り
が
ほ
し
い
時
に

も
便
利
で
す
。

（
ダ
イ
ト
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

大
満
足

福
岡
県  

は
ー
ち
ゃ
ん

７
月
に
青
森
県
の
下
北
半
島
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。
漁
港
近
く
の
民
宿

に
泊
ま
っ
た
の
で
す
が
、
マ
グ
ロ
は

出
る
し
、
ウ
ニ
は
カ
ラ
の
ま
ま
出
る

し
で
、
安
く
て
大
満
足
で
し
た
。

（
西
部
タ
ン
カ
ー
）

秋
祭
り

石
川
県  

か
お
り

家
族
で
祭
り
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
獅
子
舞
が
来
て
獅
子
が
驚
か
す

と
泣
い
て
い
た
子
が
今
は
、
一
緒
に

踊
っ
て
い
る
の
で
成
長
を
感
じ
ま
し

た
。

（
日
本
海
洋
事
業
）

精
米
し
た
て
の
お
米

静
岡
県  

森
本
マ
リ

お
米
の
高
値
が
続
い
て
い
る
中
、

少
し
で
も
助
け
に
な
れ
ば
…
と
祖
父

母
が
稲
作
を
始
め
、
先
日
収
穫
と
な

り
持
参
し
て
く
れ
ま
し
た
。
精
米
し

た
て
の
お
米
を
家
族
皆
で
あ
り
が
た

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
て
も
お
い

し
か
っ
た
で
す
。（
日
本
ガ
ス
ラ
イ
ン
）

夏
の
終
わ
り

香
川
県  

川
﨑
唯

先
日
、
今
年
初
め
て
手
持
ち
花
火

を
し
ま
し
た
。
後
日
、
近
場
で
打
ち

上
げ
花
火
を
し
て
い
た
の
で
見
に
行

き
ま
し
た
。
花
火
を
見
て
、
も
う
夏

も
終
わ
る
の
か
な
と
い
う
気
分
に
な

り
ま
し
た
。
（
ジ
ャ
ン
ボ
フ
ェ
リ
ー
）

ビ
タ
ミ
ン
チ
ャ
ー
ジ

新
潟
県  

彼
岸
花

梨
、
り
ん
ご
、
ぶ
ど
う
、
柿
な
ど

旬
の
果
物
で
ビ
タ
ミ
ン
チ
ャ
ー
ジ
し

な
が
ら
、
秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
も
乗

り
切
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
佐
渡
汽
船
）

運
動
会

神
奈
川
県  

倉
本
響
子

保
育
園
最
後
の
運
動
会
に
向
け
て

娘
は
毎
日
練
習
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

夫
は
今
年
が
初
参
加
な
の
で
と
て
も

楽
し
み
で
す
。

（
日
本
海
洋
事
業
）

一
緒
に
お
絵
描
き

大
阪
府  

植
木
真
美

甥
っ
子
は
恐
竜
が
大
好
き
な
の

で
、
い
つ
も
一
緒
に
お
絵
描
き
を
し

て
い
ま
す
。
で
き
る
こ
と
が
増
え

て
、
成
長
を
感
じ
て
嬉
し
い
で
す
。

（
三
井
倉
庫
港
運
）

孫
と
一
緒
に

神
奈
川
県  

た
え

春
に
息
子
の
家
の
近
く
に
転
居
し

ま
し
た
。
今
年
の
夏
は
小
学
生
の
孫

と
一
緒
に
た
く
さ
ん
遊
ぶ
こ
と
が
で

き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。（

商
船
三
井
）
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《
材
料  

２
人
分
》

油
揚
げ
２
枚
、
卵
１
個
、
Ａ
（
納
豆
２
パ

ッ
ク
、
長
ネ
ギ
１
／
５
本
、
ピ
ザ
用
チ
ー

ズ
大
さ
じ
２
）
、
サ
ラ
ダ
油
適
量
。

《
作
り
方
》

①
油
揚
げ
は
半
分
に
切
り
、
袋
状
に
開
く
。

②
長
ネ
ギ
は
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

③
ボ
ウ
ル
に
卵
を
割
り
ほ
ぐ
し
、
Ａ
を
加

え
て
ふ
わ
ふ
わ
に
な
る
ま
で
混
ぜ
合
わ

せ
る
。

④
開
い
た
油
揚
げ
に
、
③
を
４
分
の
１
入

れ
、
つ
ま
よ
う
じ
で
口
を
閉
じ
る
。
残

り
も
同
じ
よ
う
に
作
る
。

⑤
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
を
入
れ
中
火

で
熱
し
、
④
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
並

べ
る
。
焼
き
色
が
つ
い
た
ら
ひ
っ
く
り

返
し
て
弱
火
に
す
る
。
両
面
に
焼
き
色

が
つ
い
た
ら
完
成
。

【
ポ
イ
ン
ト
＆
ア
レ
ン
ジ
】

ひ
っ
く
り
返
し
た
後
に
ふ
た
を
し
て
蒸

し
焼
き
に
す
る
と
半
熟
状
に
な
り
ま
す
。

卵
を
加
え
ず
に
作
る
と
冷
凍
保
存
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
平
ら
に
し
、
ジ
ッ
パ
ー

付
き
保
存
袋
に
入
れ
る
か
、
ラ
ッ
プ
で
包

ん
で
冷
凍
庫
へ
。
食
べ
る
時
は
自
然
解
凍

後
に
焼
い
て
く
だ
さ
い
。
冷
凍
保
存
期
間

は
２
週
間
。

油揚げの
ふわトロ納豆焼き

①
虎
の
威
を
借
る
…
…

③
…
…
は
嫁
に
食
わ
す
な

⑥
…
…
ア
ウ
ト
。
…
…
ダ
ン

⑦
角
切
り
の
豚
肉
を
使
っ
た
中

華
料
理
の
一
つ

⑧
香
辛
料
の
「
ペ
ッ
パ
ー
」

⑩
赤
塚
不
二
夫
漫
画
の
「
シ
ェ

ー
！
」
で
お
な
じ
み
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー

⑫
何
人
か
で
書
い
た
書
画

⑭
松
本
清
張
作
「
…
…
の
器
」

⑮
…
…
た
け
。
…
…
虫

⑯
に
が
笑
い
の
こ
と
で
す

⑱
「
正
答
」
の
対
義
語
は
？

⑳
ニ
ワ
ト
リ
を
飼
育
し
ま
す

㉒
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
こ
と
で
す

㉔
同
じ
…
…
の
む
じ
な

㉕
小
説
な
ど
の
女
主
人
公

㉖
ミ
ス
テ
リ
ー
。
…
…
小
説

①
草
か
ん
む
り
に
耳
は
？

②
２
人
で
い
る
場
面
や
写
真

③
…
…
蜂
取
ら
ず

④
水
は
液
体
、
空
気
は
？

⑤
持
久
力
。
精
力

⑦
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ペ
レ
ル
マ
ン

は
…
…
者

⑨
落
語
な
ど
の
演
芸
場

⑪
よ
く
考
え
な
い
で
軽
が
る
し

く
引
き
受
け
る
こ
と

⑬
神
仏
に
誓
う
…
…
文

⑮
10
月
第
３
日
曜
は
何
の
日
？

⑰
太
平
…
…
。
大
西
…
…

⑲
外
か
ら
帰
っ
て
ガ
ラ
ガ
ラ

㉑
油
あ
げ
。
…
…
ず
し

㉓
…
…
よ
り
証
拠

◆
◆
◆

▼
は
が
き
に
答
え
、会
社
、住

所
、氏
名
、年
齢
、日
々
の
出

来
事
な
ど
を
書
い
て
く
だ
さ

い
。正
解
者
に
は
抽
選
で
、

ま
た「
わ
た
し
も
ひ
と
こ
と
」

欄
の
掲
載
者
に
も
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ

ー
ド
を
送
り
ま
す
。イ
ラ
ス

ト
や
俳
句
な
ど
の
作
品
も
会

社
、
住
所
、
氏
名
を
明
記
。

▼
送
り
先
＝
〒
１
０
６

－

０
０

３
２
東
京
都
港
区
六
本
木

７

－

15

－

26

全
日
本
海
員
組
合  
広
報
室

▼
締
め
切
り
＝
10
月
15
日

▼
前
号
答
え
＝
コ
ウ
レ
イ
シ
ヤ

Ａ
〜
Ｆ
を
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

問
題

広島県  石川 渚

福岡県  なぎさちゃん

山口県  ゆきな

兵庫県  サキ江

千葉県  わーたん

福岡県  はるちゃん

大阪府  かいりっぺ

京都府  杉谷真弓

愛
知
県

多
田
紋
菜

新
潟
県

う
め

長
崎
県

大
浦
彩
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鳥
取
県  

パ
ー
ル

猛
暑
や
う
な
ぎ
の
ぼ
り
の
電
気
代

初
盆
や
と
ん
ぼ
が
え
り
の
帰
省
か
な

北
海
道  

坂
本
俊
男

蝉
時
雨
焼
き
そ
ば
す
す
り
生
ビ
ー
ル

捕
虫
網
大
の
字
に
寝
る
吾
子
二
人

神
奈
川
県  

か
お
り
ん

暗く
ら

浜は
ま

に
描
く
芸
術
秋
花
火

神
奈
川
県  

磯
木
真
裕
美

真
夏
日
の
炎
暑
や
台
風
暑
さ
増
す

茨
城
県  

田
中
勝
枝

朝
露
の
水
滴
す
す
る
烏か

ら
す

か
な

二に

三さ
ん

株か
ぶ

宮
の
裏
山
萩
咲
け
り

兵
庫
県  

ネ
ー
コ

じ
い
じ
と
孫
和
楽
器
合
奏
秋
の
演

静
岡
県  

常
定
美
和

濡
れ
落
ち
葉
夜
の
嵐
の
置
き
土
産

高
知
県  

き
の
こ

知
ら
ぬ
間
に
庭
の
片
隅
こ
ぼ
れ
種

ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ
の
生
き
生
き
と
咲
く

東
京
都  

ゆ
か
ち

暑
い
か
ら
外
に
は
出
ず
に
過
ご
す
日
に

赤
子
を
想
い
て
毛
糸
を
編
み
ぬ

岩
手
県  

小
笠
原
智
恵
子

夏
バ
テ
の
次
は
秋
バ
テ
エ
ン
ド
レ
ス

京
都
府

足
立
衛

が
ま
ん
す
る
隣
の
家
の
空
家
草

雑
草
の
強
さ
認
め
る
こ
の
暑
さ

富
山
県  

曽
根
航
次
郎

関
税
に
猛
暑
豪
雨
吹
き
あ
れ
て

た
か
く
て
も
ご
先
祖
様
に
新
米
を

東
京
都  

Ｍ
ば
ぁ
ー
ば

雷
も
豪
雨
も
知
ら
ず
夢
の
中

俳
句

短
歌

川
柳




